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Ｈ２７年２月データ

１．概　　況

好転 不変 悪化

前月と比較して 0 28 1

今後３か月程度の見通し 0 27 2

銚子信用金庫

全体の景況感（全２９店舗）

【漁 業】
銚子港の平成27年2月の総水揚は数量・金額ともに、前月に比べ大幅な減少となった。前年同

月比においても、水揚数量、金額ともに減少となった。

【農 業】
銚子地区のキャベツの出荷数量は前月に比べ増加した。出荷状況は順調であるものの、出荷

数量の増加に伴い、価格相場は低下してきている。価格はＬサイズ（10㎏：8玉入り）850円程
度にて取引され、前月より値を下げた。

【商 業】
銚子中心市街地では、空き店舗を活用した新規事業者の参入が数件あり、人が集まる環境づ

くりに期待の声があがっている。

【観光業】

宿泊施設は冬季の観光オフシーズンから、予約状況は週末を除き芳しくない状況であった。

今後、年度の節目を控え、歓送迎会等の顧客獲得へ向けて努力している。

【自動車ディーラー】

ちょうししんきん景況レポート

全 体 漁 業 水 産 加 工 業 農 業 商 業

建 設 業 観 光 業 不 動 産 業 養 豚 業 自 動 車

好調 低調

（前月と比較した当月の各業種の景況感を天気図で表示してみました。）

＜業種別天気図＞

【自動車ディーラー】

平成27年2月の千葉県新車登録台数は13,052台で、前月対比117.02％（+1,898台）、前年同月

対比88.81％（▲1,645台）となった。
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２．主要業種別動向

■　漁業・水産加工業

H27年2月 前年同月 前年同月比 H27年2月 前年同月 前年同月比

鰯 73 432 ▲ 359 5,681 50,913 ▲ 45,232

鯖 14,682 20,562 ▲ 5,880 836,396 1,580,535 ▲ 744,139

鯵 0 75 ▲ 75 0 12,899 ▲ 12,899

鰹・鮪 1,170 2,079 ▲ 909 469,022 523,221 ▲ 54,199

種類　　　
区分 数量（トン） 金額（千円）

銚　子　魚　市　場　水　揚　高

銚子港の平成27年2月の総水揚数量は16,491トンで、前年同月比▲7,000トンとなった。
総水揚金額は1,656百万円で、前年同月比▲708百万円となった。依然として総体的な水
揚高は少なく、特にサバの水揚高は前年同月比で大きく減少した

波崎港所属の船団はサバ中心の操業となった。時化が多く、2月の稼働日数は前月よ
り1日少ない5日となった。稼働日数が少ないことや、魚体が小さかったこともあり、前
月比では数量・金額ともに大幅に減少した。前年同月比においても、数量・金額ともに
減少となった。

勝浦港での水揚数量は1,714トンで、前月対比+1,100トンとなった。水揚金額は698百
万円で、前月対比+382百万円となった。前年同月比では、カツオとマグロの水揚高が大
幅に増加したことを要因に、水揚数量・金額ともに増加となった。

水産加工業では、サバの漁獲量が減少傾向にあり、餌料用向きの小魚が多い事から、
加工原料の不足は解消していない。

千葉県とJF千葉漁連が連携してタイ国で初めて取組む、千葉県水産物販促キャンペー
ンが、2月6日（金）から2月19日（木）までバンコク市内で行われた。現地では千葉県
水産物の紹介・試食が行われ、品質の良さが高く評価された。全般的には冷凍品への関
心が高いことから、目標を絞った取組みに、今後の活路を見い出している。

銚子市漁業協同組合調べ

鰹・鮪 1,170 2,079 ▲ 909 469,022 523,221 ▲ 54,199

(内鰹一本釣) 0 0 0 0 0 0

秋刀魚 0 0 0 0 0 0

底曳 449 208 241 231,563 101,666 129,897

その他 117 135 ▲ 18 113,930 95,462 18,468

合計 16,491 23,491 ▲ 7,000 1,656,592 2,364,696 ▲ 708,104

数量 56.69%
金額 60.40%
数量 70.20%
金額 70.06%

H27年2月 H27年1月 H26年2月

鰯 1日 4日 3日
鯖 8日 9日 6日
鯵 0日 0日 4日

鰹・鮪 19日 19日 17日
(内鰹一本釣) 0日 0日 0日

秋刀魚 0日 0日 0日
底曳 19日 19日 17日

その他 23日 24日 21日

水　揚　日　数

前年同月比

前月比
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■　農　　　　業
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銚子地区のキャベツの出荷数量は前月に比べ増加した。出荷状況は順調であるものの、
出荷数量の増加に伴い、価格相場は低下してきている。価格はＬサイズ（10㎏：8玉入
り）850円程度にて取引され、前月より値を下げた。
ダイコンはＬサイズ（10kg：10本入り）850円程度であり、前月から大きな変動なく

取引された。

旭地区のキュウリ・トマトの価格相場は、キュウリが1本（等級：秀）10円～45円
（前月対比▲5円～±0円）程度、トマトは1箱（4Kg）500円～1,500円（前月対比±0

■　商　　　　業

（前月対比▲5円～±0円）程度、トマトは1箱（4Kg）500円～1,500円（前月対比±0
円）程度で取引された。

土合地区のピーマンは、1袋（150g）100円程度の価格であり、出荷量・価格ともに前
年並みであった。

飲食業では、春休みやゴールデンウィークの集客増加を目的に、新メニューの開発
を検討している。

小売業では、業績回復に向けた取組みとして、他店と差別化を図るための特化商品
を配置するなど、販売方法の改善に努力している。

銚子銀座商店街振興組合では、銚子観音・門前軽トラ市を毎月第4日曜日に開催し
ており、2月は「銚子のおでん」をテーマに、銚子市内外から7店舗のシェフが、来場
客におでんを提供した。

昨年末にグランドオープンした「新」銚子セレクト市場では、オープン以降順調な
客足を寄せており、2月27日（金）に和風レストランが開店し、施設の収容力が充足
されている。

銚子中心市街地では、空き店舗を活用した新規事業者の参入が数件あり、人が集ま
る環境づくりに期待の声があがっている。

情報アドバイス
銚子商工会議所
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■　建　設　業

　

H27年1月 前月戸数     増減 　
千葉県 3,709 3,410 299

茨城県 1,623 2,117 ▲ 494

銚子地区のキャベツの出荷数量は前月に比べ増加した。出荷状況は順調であるものの、

千葉県・茨城県の住宅着工戸数は以下のとおり。

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
（戸数）

千葉県住宅着工戸数 平成25年

平成26年

平成27年

1,000

2,000

3,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月（戸数）

茨城県住宅着工戸数 平成25年

平成26年

平成27年

■　観　光　業

宿泊施設は冬季の観光オフシーズンから、予約状況は週末を除き芳しくない状況
であった。今後、年度の節目を控え、歓送迎会等の顧客獲得へ向けて努力している。

飯岡地区の遊漁船関係では、ヤリイカの釣果は引き続き良好であったが、マダイ
は低調となった。2月は寒さや時化の影響から客足は鈍い状況となった。

銚子市の2月の観光イベントは、週末を中心にバスツアー等が組まれた他、菅原
大神春の例祭に合わせた妊活モニターツアーが平日に開催され、閑散期に対する観
光客の呼び込みに奮励した。

勝浦市では、2月20日から3月3日まで「かつうらビッグひなまつり」が開催され
ており、観光客で賑わいを見せている。

国土交通省統計情報より

平成27年1月の住宅着工戸数は、千葉県では3,709戸と前年同月比73.84％（▲1,314
戸)、茨城県では1,623戸で同84.05％(▲308戸)となった。前月（平成26年12月）対比
においては、千葉県で+299戸、茨城県は▲494戸となった。

情報アドバイス
銚子商工会議所
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■ 不動産業

■ 養　豚　業・畜　産　業

■ 自動車ディ―ラ―

H27年2月 前 月 前 月 比 前 年 同 月 前 年 比

普 通 5,794 4,527 127.99% 7,146 81.08%

小 型 5,192 5,107 101.66% 5,715 90.85%

小 計 10,986 9,634 114.03% 12,861 85.42%

乗
用

千葉県内新車登録台数状況（軽自動車を除く）

平成27年2月の東京市場での豚枝肉（上）の卸売価格相場は625円/㎏で、前月比102円/㎏
値上がりした。前年同月比では156円/㎏値を上げた。

鶏卵（Ｍサイズ）卸売価格は平均209円/㎏で、前月比17円/kg値上がりした。前年同月比
においては31円/kg値を下げた。

平成27年2月の千葉県新車登録台数は13,052台で、前月対比117.02％（+1,898台）、前年
同月対比88.81％（▲1,645台）となった。

占拠率はトヨタが1位で41.5％を確保、2位は12ヶ月連続でホンダ（14.3％）、3位は日産
（13.2％）となった。

千葉市内の住宅・商業地域の地価、賃料は先月から比べ横ばいとなっている。年度切替
を控え、単身者向けの1DK等の家賃相場が徐々に上昇してきている。

また、中古アパートや新築マンションなどの収益物件を、個人が投資目的として物色し
ている傾向もある。

小 計 10,986 9,634 114.03% 12,861 85.42%

普 通 688 542 126.94% 634 108.52%

小 型 1,015 699 145.21% 842 120.55%

小 計 1,703 1,241 137.23% 1,476 115.38%

特 殊 303 232 130.60% 301 100.66%

バ ス 60 47 127.66% 59 101.69%

小 計 363 279 130.11% 360 100.83%

13,052 11,154 117.02% 14,697 88.81%

貨
物

特
殊
等

総 合 計
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千葉県内新車登録台数・前年同月比の推移
平成25年

平成26年

平成27年

社)日本自動車販売協会連合会 千葉県支部調べ
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３．その他の動向

有効求人倍率 (単位：倍、増減はポイント)

H27年1月 前月 増減 前年同月 増減

銚子公共職業安定所管内 0.85 0.79 0.06 0.77 0.08

茂原公共職業安定所管内 0.62 0.58 0.04 0.59 0.03

いすみ公共職業安定所管内 0.70 0.70 0.00 0.49 0.21

成田公共職業安定所管内 1.12 1.05 0.07 1.14 ▲ 0.02

佐原公共職業安定所管内 0.71 0.75 ▲ 0.04 0.50 0.21

千葉県 0.99 0.97 0.02 0.93 0.06

常陸鹿嶋公共職業安定所管内 1.11 1.11 0.00 1.04 0.07

茨城県 1.10 1.10 0.00 0.95 0.15

有効求人倍率＝有効求人数÷有効求職者数

電力使用量 (単位：千ｋｗｈ)

H27年1月 前年同月 増減

東京電力成田支社管内総電力使用量 365,757 368,178 ▲ 2,421

平成27年2月の負債総額1,000万円以上を有する千葉県内企業倒産件数は13件で、前

東京電力㈱成田支社調べ

ハローワーク銚子/茂原/いすみ/成田/佐原/常陸鹿嶋調べ

求 人

倒 産

電 力

平成27年2月の負債総額1,000万円以上を有する千葉県内企業倒産件数は13件で、前
月比5件の減少となった。前年同月比では10件の大幅減少、2月の単月では平成元年以
降で最も少ない件数となった。

負債総額は9億5,800万円で、前月比62億6,800万円の減少、前年同月比でも25億
6,600万円の減少となった。

なお、負債総額が10億円を下回るのは、平成2年10月以来となった。
業種別では建設業が6件と最も多く、卸売業と小売業が各2件となっており、倒産件

数の少ない状況で、相対的に建設業の構成比が高くなってはいるものの、公共工事の
受注増などを背景に、一桁台の低水準にて推移している。

大手企業を中心に賃上げ機運が高まり、日経平均株価も高値水準を維持するなど、
緩やかな景気回復を認識付ける材料は多く、県内でも業績の回復を背景に、賃上げを
検討する企業の動きが確認されるなど、明るい材料が一部で聞かれる。原油価格の下
落が、原材料価格や人件費といったコストアップ要因を吸収し、倒産は一服している
一方で、倒産件数の3倍を超える休廃業企業が確認され、その中には履行不能な債務を
抱えた実質破綻企業も、複数存在するものと推察される。消費税率引き上げ後の需要
面の弱さ、円安定着による今後の原材料コストの高値警戒感を完全には払拭できず、
県内中小企業の経営者からは、「景気回復の実態感に欠ける」との声は依然として聞
かれる。

(東京商工リサーチ・千葉県内企業倒産状況より)
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特集 第159回全国中小企業景気動向調査　当金庫分集計速報

■　業況

■　売上

本調査は全国各地の信用金庫において、年4回、四半期ごとに対象先企業の景気動向を聴き取

り調査し、信金中央金庫が分析・集計しているものです。

当金庫の対象先は営業店24店舗の顧客49先で、内訳は製造業19先、卸売業7先、小売業9先、

サービス業4先、建設業6先、不動産業4先となっています。全国の集計結果は後日公表されます

が､今回は2月中旬に行った当金庫の調査対象先の集計を、速報として掲載します。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～3月の実績

4～6月の予想

増加 やや増加 変わらず やや減少 減少

増加 やや増加 変わらず やや減少 減少

■　収益

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～3月の実績

4～6月の予想

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～3月の実績

4～6月の予想

増加 やや増加 変わらず やや減少 減少
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■　資金繰り

■　昨年同期比の売上・収益

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～3月の実績

4～6月の予想

増加 やや増加 変わらず やや減少 減少

売上増加

増加 やや増加 変わらず やや減少 減少

経営上の問題点（業種別上位項目）

製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

当面の重点経営施策（業種別上位項目）
製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

■同業者間の競争
激化
■利幅の縮小
■技術力の不足

■同業者間の競争
激化
■売上の停滞・減少
■利幅の縮小

■販路を広げる
■人材を確保する
■経費を節減する

■販路を広げる
■経費を節減する
■情報力を強化する

■品揃えを改善する
■経費を節減する
■仕入先を開拓・選
別する

■販路を広げる
■経費を節減する
■人材を確保する

■販路を広げる
■経費を節減する
■情報力を強化する

■販路を広げる
■情報力を強化する
■経費を節減する

■原材料高
■人手不足
■売上の停滞・減少
■利幅の縮小

■売上の停滞・減少
■仕入先からの値上
げ要請
■人手不足

■売上の停滞・減少
■利幅の縮小
■人手不足
■仕入先からの値上
げ要請

■売上の停滞・減少
■同業者間の競争
激化
■人手不足

0% 20% 40% 60% 80% 100%

収益増加
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発 行；銚子信用金庫
編 集；営業推進部
住 所；〒288-8686 銚子市双葉町5-5
電 話；0479-25-2121
ＦＡＸ；0479-24-4591
Ｅ-mail；eisui＠choshi-shinkin.co.jp
ＵＲＬ；http://www.choshi-shinkin.co.jp

銚子市漁業協同組合
銚子商工会議所
株式会社 東京商工リサーチ
国土交通省 統計情報
社）日本自動車販売協会連合会 千葉県支部
千葉トヨタ自動車 株式会社
ハローワーク銚子
ハローワーク茂原
ハローワークいすみ
ハローワーク成田
ハローワーク佐原
ハローワーク常陸鹿嶋
東京電力 株式会社 成田支社
（順不同）
※ その他掲載データは当金庫独自の調査によるものです。

ビジネス知恵袋のご案内ビジネス知恵袋のご案内
「取引先事業所の成長･発展」を目的に､経営コンサルティング企業の㈱タナベ経営と
タイアップし、みなさまのビジネスを支える多彩な情報をインターネットを通じて
ご提供するサービスです。

【年会費】18,360円（うち消費税1,360円）

【ご入会】当金庫取引の有無は問いません。入会申込書は、お近くのちょうししんきん窓口
またはご担当の営業担当者におたずねください。

経営情報リポート

法律アドバイスネット

ネット経営相談

リポート・ネット

業種別・機能別・経営テーマ別に分類。
改善事例や経営ノウハウなど総数2,000種類の経営情報をご提供。

法律に関するQ＆A4,000種類。申請書・申告書記載例300件、根拠条文も閲覧可能。

企業経営に関するアドバイスネット。FAQを50件掲載。
あらゆる経営のお悩みをご相談ください。専門コンサルタント、法律･税務の専門家が
メールでアドバイスいたします。

毎月配信するリーダーズ・リポートと地域版コンサル・リポートをご覧いただけます。

その他のコンテンツを含めて、全16の充実したコンテンツが満載！
みなさまのお申込みをお待ちしています。
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